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小中高一貫有権者教育プログラム開発の方法（１）
―「選挙」をテーマとする小学校社会科の単元の開発を通して―
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本研究は，市民社会に寄与し得る有権者の育成を目指し，児童・生徒の発達段階に応じた有権者教育のあり方
を追究して，小学校から高等学校までの 12年間を一貫する原理にもとづいた有権者教育プログラム開発のため
の原理と方法を解明しようとするものである。そのために，第一に，子どもたちの政治に対する認識調査を行い，
子どもたちが政治的な概念についてどのような認識を持っており，それを教育によってどの程度まで変容させる
ことができるかを明らかにした。そして，第二に，その調査の結果と従来の政治教育研究の成果をふまえて，有
権者教育のための小中高一貫カリキュラム・フレームワークを提示した。それに基づいて，第三に，具体的な単
元開発を行った。単元は，「選挙」，「議会」，「税金」という政治学の基本的概念をテーマとして取り上げて開発
したが，本稿では「選挙」概念をテーマとして開発した小学校社会科の単元を紹介する。
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Ⅰ　はじめに―問題の所在―
本研究は，市民社会に寄与し得る有権者の育成を
目指して，児童・生徒の発達段階に応じた有権者教
育のあり方を追究し，小学校から高等学校までの 12
年間を一貫する有権者教育の原理を明らかにしたう
えで，具体的な単元開発を通してその方法を提案し
ようとするものである。そのために本稿では，「選挙」
概念を捉えさせることを目指して，小学校社会科で
実施することを前提に開発した単元の教授書試案を
提示する。
本研究を構想した背景には，次の４点の問題意識
があった１）。
①態度や行動の形成に結びつかない従来の有権者教
育プログラム
②政治教育の一貫性の欠如
③子どもの発達段階への配慮の欠如
④有権者教育の改善を求める時代的・社会的要請
①は，子どもたちが制度や憲法に対する基礎的知
識を身に付けているものの，現実の社会問題につい
て思考したり判断したりすることができないという
ことである。
②は，小学校から高等学校までの 12年間で，政治
に関する学習が継続して，系統的に構成されていな
いという問題である。わが国において，子どもが最
初に政治を本格的に学ぶのは，小学校第６学年の後
半である。その後は，中学校第３学年の社会科公民
的分野の学習を待たなければならない。高等学校で
は，公民科の「現代社会」もしくは「政治・経済」で
学ぶものの，選択となっており中学からの一貫性を
求めることは難しい。以上のように，社会科カリキュ
【研究論文】
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ラムの中で，政治教育は断片化されていると言わざ
るを得ない状況にある。このような状況に対しては，
政治の学習のスタートが，小学校の最終学年後半と非
常に遅いこと，政治学習の断絶が見られること，そ
して，制度や憲法について繰り返し，学年段階が上
がるにつれてより詳しく学ぶものの内容に一貫性が
ないことを課題として挙げることができる。
③は，児童・生徒の精神的成長や発達段階をふま
えた政治教育の内容や方法に関する検討が不十分で
あったことである。政治教育のスタートが遅い理由
の一つには，子どもは抽象的な思考が苦手であって，
身近で具体的な事象にしか関心を持たないという固
定化された見方がある。そのため，我が国においては，
国の制度や仕組みが中心となる政治学習は小学校段
階では敬遠され，身近な地域の政治的な現象を学ぶ
ことに重点がおかれてきた。しかし，米国においては，
小学校段階から自由や権利といった政治に関する基
本的な概念の学習に取り組んでいるという報告もあ
り，我が国においても，より早い段階から系統的な
政治教育に取り組むことが求められているのである。
④は，学習指導要領においても，知識の習得だけ
ではなく，それを活用して社会的な問題について探
究する学習が重視されるようになったということで
ある。また，社会へ参観する力の育成も社会科のね
らいとして位置付けられるなど，社会の構成員とし
て自覚を持って社会の形成に関与し，責任ある市民
として行動する資質の育成が一層求められるように
なっている。
上記のような課題意識に基づいて，本研究では，実
行可能な有権者教育プログラムの開発・実践に取り
組んだ。
Ⅱ　プログラム開発の前提
１　政治認識変容調査
プログラム開発にあたっては，子どもたちの実態
に基づいたものにするという点に特に配慮をした。
そのため，子どもが政治に関する諸概念について，
どのように認識しており，それを教育によってどこ
まで深めることができるかということを調査によっ
て明らかにしたうえで，単元開発を行うことにした。
調査にあたっては，米国の政治学者であるムーアの
論に基づいて調査計画をたてた２）。
具体的な調査の方法や結果の詳細については，本稿
では省略するが，簡単に概略を述べておきたい３）。調
査は，「税金」という概念を取り上げて，小学校第４
学年の児童を対象に，エピソードを読んで取り組む
課題に応えさせるという形で実施した。課題に取り
組ませる前後で，プレテスト，ポストテストを実施し，
課題に取り組むことで「税金」に対する認識をどの
程度深めることができるかを調査した。調査の結果
からは，「税金」について，小学校第４学年という段
階でも，既にある程度の認識を持っているというこ
と，そして，それを一定のレベルにまで引き上げるこ
とが教育的働きかけによって可能であることが明ら
かになった。しかしながら，一方では，具体的な事
象の解釈は多様であり，立場や視点が異なれば，違っ
たとらえ方ができるということについては，意図的
計画的な学習が必要であることも明らかになった。
このような調査の成果をふまえて，小中高一貫の
有権者教育のカリキュラム・フレームワークを構想
した。
２　小中高一貫の有権者教育のためのカリキュラム・
フレームワーク
政治認識変容調査の結果に基づいて，開発した小
中高一貫の有権者教育のカリキュラム・フレームワー
クは，下図で示した通りである４）。
カリキュラム・フレームワークを構想するにあたっ
ては，選択した概念を体系化し学年段階に応じて配
置するのではなく，教師が児童・生徒の実態に応じ
て柔軟に単元開発に取り組むことができるものとす
るという点に特に配慮をした。
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図においては，カリキュラムを習得すべき概念と取
り上げるべき事象に分けて構想した。概念について
は，基礎的で単純なものから，複雑なものへ，そして，
それらが結びついたより複雑な概念というように配
置している。特に概念の結びつきを考える際には，概
念の意味を目的と機能に分けて捉えさせるようにし
た。例えば，選挙という概念であれば，その目的は
政治的な決定の際の公正さの確保ということになる。
一方で選挙の機能は，多数派の考えを政治に反映す
ることと，多様な選択肢がある中で人びとの意思を
まとめ上げること，すなわち意思決定あるいは代表
者を決定することである。概念の配置にあたっては，
目的や機能といった概念の意味をそれぞれ理解させ
たうえで，それらを結び付けより複雑なものとして
把握できるような配慮が必要となる。また，概念を
習得させるために取り上げる事象は，学校段階が上
がるにつれて，日常的なものから，地方や国の政治
に関わり立場や見方が違えば異なる判断が可能な事
象へと展開していく。先にも述べたように，この枠
組みは暫定的なものに過ぎない。児童の実態に合わ
せて柔軟に対応し，彼らの日常生活の状況等をふま
えた学習内容の系統的な配置が求められる。
Ⅲ　プログラムの開発
プログラムの開発は，「選挙」，「議会」，「税金」の
三つの概念について行った。これらの概念について
は，政治学の成果をふまえつつ，子どもが現実の政治
的な現象を理解する際に活用できる概念であること
を前提に，現行の社会科の教育内容を参照して抽出し
た。それぞれの概念について，小学校中学年，高学年，
中学校，高等学校の各段階に分けて，先に示したカリ
キュラム・フレームワークに基づいて単元開発を行っ
た。本稿では，「選挙」をテーマとする小学校社会科
の単元を取り上げて説明をしたい。
開発単元については，資料１，２として次ページか
ら教授書試案を提示している。小学校中学年におい
ては，リーダーの公平な選び方を日常的な現象から
考察させる単元を開発した。開発単元では，日常生
活の中で見られる様々な場面で，代表を選ぶ際の方
法を考えることを通して，選挙という方法の他の選
び方と違う点を理解し，選挙の目的や意義をふまえ
て，どのような場合に選挙をすべきかについて考え
ることができるようになることを目指した。具体的
な到達目標としては，教授書に掲げた３点の見方考
え方を設定した。これらは，公平さの確保という選
挙の目的を理解させたうえで，それを通して構成員
の多数の意思をまとめるという機能を捉えさせるこ
とを想定している。学習は，生活班のリーダーや掃
除の班長など，具体的な生活場面で見られるリーダー
の選出場面を挙げて，くじで選んだ方がよいか，じゃ
んけんで選んだ方がよいかを考えさせるところから
始まる。この活動によって，くじやじゃんけんは公
平な方法ではあっても，資質や能力に基づいて選ぶ
必要があるものの選出には不向きであることを理解
させる。次に，先生に選んでもらう場合と，自分たち
が選ぶ場合を比較させて，それぞれの結果がもたら
す影響を検討させる。資質や能力の観点だけから考
えれば，先生が選んでも適切な人が選出される可能
性は高いのだが，選ばれた人，選んだ人の気持ちが
選出後の仕事の遂行に与える影響を考えて，どちら
にするかを考えなければならないことを捉えさせた
い。すなわち，多数の人の信頼のもとに選ばれるこ
とが大切であり，選挙はその信頼を保障する仕組み
の一つであることを認識することが重要なのである。
高学年では，より社会的な教材に近づけていく。
地方自治体を取り上げて，その市長としてふさわし
いのはどういう人かを考えることを通して，選挙に
ついて考えさせる単元となっている６）。単元の目標
は，具体的な政策課題についてどのような解決が望
ましいかを考えたうえで，それを争点とする市長選
挙を想定して模擬投票をし，選挙において人々の意
思がどのように反映されるかを捉えさせ，すべての
人の意見を集約することが困難であることや，選挙
の意思決定，代表決定の機能について理解するとし
た。そこで獲得させたい見方考え方としては，教授書
で示した３点を挙げた。中学年に比べると，選挙と
いう概念の意味に含まれている対立や葛藤を取り上
げるようになっており，それらを調整するためには，
どのようなことについて考慮しなければならないか
を検討させている。具体的には，子どもの医療費に
対する自治体の取り組みを取り上げて，自治体によっ
て取り組みが異なっていることと，その理由を確認
させたうえで，自分たちの住んでいる市において今後
どのような仕組みが必要かを，模擬選挙を通して考
えさせた。これによって，選挙によって選ばれた人は，
支持してくれた人々の願いを実現するだけではなく，
全体の代表としての意思決定が求められることを捉
えさせようとした。 
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資料１　小学校中学年社会科小単元「リーダーの公平な選び方―くじ？じゃんけん？選挙？―」教授書試案
１．単元のねらい
様々な場面で代表を選ぶ際の方法を考えることを通して，選挙が他の選び方と違う点を理解し，選挙の目的や
意義をふまえて，どのような場合に選挙をすべきかについて考えることができる。
２．到達目標（獲得させたい見方考え方）
①大勢の中から誰か一人を代表として選ぶ場合，それは皆にとって公平な方法で行われなければならない。
②公平な方法とは，選ばれる機会と選ぶ機会が皆に平等に与えられていることである。
③選挙は公平に人を選ぶ方法であり，多数の人々の考えを結果に反映させることができる。
３．単元の展開
過
程 教師の指示・発問 教授学習過程
資
料 生徒の反応・獲得させたい知識
導入（多様な決め方の確認）・次のような場面で，誰か一人を選ばな
ければならない時，これまでどのよう
な方法で選んできましたか。また，そ
れはなぜですか。
①生活班のリーダー
②掃除の班長
③スポーツ大会のチームのキャプテン
④鬼ごっこの鬼
⑤クラスの委員長
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
（・状況によって様々な決め方をしていることを想起
するとともに，その理由について考える。）
展開１（公平な代表の決め方の条件の理解）◎誰かを選ばなければならない時，大切
なことは何でしょうか。
・①から⑤のうち，くじやじゃんけん
で決めてもよいと思うものはどれです
か。それは，なぜですか。
・くじやじゃんけんは，他のどのような
場面で使いますか。なぜ，くじやじゃ
んけんで決めるのでしょうか。
・くじやじゃんけんで決められないと
思ったものについては，どのような方
法で決めればよいと思いますか。
・くじやじゃんけん，話し合いや選挙な
どの方法は，何かを決める際に用いら
れるのでしょうか。
・①から⑤について，それらを決める
際にどのような方法を用いるかについ
てクラスのルールを決めたいと思いま
す。それぞれどのように決めたらよい
と思いますか。それはなぜですか。話
し合って決めましょう。
Ｔ：発問する
Ｐ：予想する
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：指示する
Ｐ：話し合う
（・不公平でないこと，皆にチャンスがあること等）
（・鬼ごっこの鬼はくじやじゃんけんでよいが，他
は意見が分かれることが予想される。）
・ゲームの順番，スポーツの先攻後攻など。くじや
じゃんけんはお互いにとって公平な方法だから。
・話し合い，選挙など。
・公平なやり方だから。
・誰になっても，誰が選ばれてもよいものはくじや，
じゃんけんでよいが，それになるために能力や才
能が必要なものはくじや，じゃんけんで決めては
いけない。①から⑤それぞれについて，話し合い
ながらくじや，じゃんけんが適用できるものとそ
うでないものを決定していく。
展開２・リーダーや委員長については，先生が
選んで決めた方がふさわしい人にお願
いすることができるかもしれません。
先生が決めるのと，自分たちが選挙で
選ぶのとどちらがよいと思いますか。
それぞれの良い点，悪い点を挙げたう
えで子のクラスでは，どうすべきかを
決めましょう。
Ｔ：発問する
Ｐ：話し合う ・先生が決める場合
・良い点：一人ひとりの能力や性格をよく知って
いる先生が決めるので，的確な人が選ばれる可
能性が高い。早く決めることができる。
・悪い点：皆の代表であるにもかかわらず，皆の
気持ちと全く異なる決定がなされる可能性があ
る。
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（公平な代表の決め方の仕組みの理解）
選挙で決める場合
・良い点：皆の代表を皆で選んだという気持ちにな
ることができる。選ばれた人も，皆によって選ば
れたという気持ちになる。
・悪い点：代表としての能力や資質をしっかりと見
極めたうえで，的確な人が選ばれるとは限らない。
人気のある人が選ばれる可能性が高い。
（・選ばれる人，選ぶ人それぞれの気持ちを考えて
先生が選ぶべきか，選挙を通して自分たちで選ぶ
べきかを考える。）
終結
（選挙の意味の確認）
・社会では，自分たちの代表を選ぶとき
選挙で選ぶことが多い。その理由なな
ぜでしょうか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える ・一部の人ではなく多数の人々の意見をふまえて決
定することが大切であり，それを公平に行うこと
ができるのが選挙だから。
資料２　小学校高学年社会科小単元「誰が市長にふさわしいか―模擬投票を通して選挙について考えよう―」教授書試案
１．単元のねらい
具体的な政策課題についてどのような解決が望ましいかを考えたうえで，それを争点とする市長選挙を想定
して模擬投票をし，選挙において人々の意思がどのように反映されるかを捉えさせ，すべての人の意見を集約
することが困難であることや，選挙の意思決定，代表決定の機能について理解する。
２．到達目標（獲得させたい見方考え方）
①人々の願いや要求は，それぞれの考え方や価値観によって異なるため，すべての願いや要求を実現すること
は困難である。民主政治のもとでは，より多くの人の願いや要求を実現するように決定がなされる。
②選挙は，できるだけ多くの人の願いや要求が実現されるように決定を促すための仕組みである。
③多数決によって決定がなされる際には，必ず少数の意見も尊重されなければならない。そのため，選挙で選
ばれた人は，支持してくれた人の利益に配慮するだけではなく，反対した人の意見にも耳に傾けて，社会全
体にとって利益をもたらすような決定をしなければならない。
３．単元の展開
過
程 教師の指示・発問 教授学習過程
資
料 生徒の反応・獲得させたい知識
導入（選挙の役割の確認）
・自分たちが病院に行って診てもらった
時，どれくらいお金を払っているか知っ
ていますか。
・近隣の市の中には，小学生は病院にか
かっても無料のところがあります。知っ
ていますか。また，市によっては，中
学生まで無料のところもあります。
・なぜ，市によって仕組みが違っている
のでしょうか。・私たちが住む市におい
ても，子どもの医療費を無料にすべき
でしょうか。
・子どもの医療費の無料化は，どのよう
にして決定すればよいでしょうか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：資料配布
　　発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
①
（・日常の経験に基づいて，報告する。児童が住む市
においては，小学生も一定の額を支払っている想定）
（・知っている。知らない。）
・市によって子どもの数が違うから，市長が違うか
らなど。
・すべき。その方が，皆安心して病院に行くことが
できる。
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◎子どもの医療費を無料化すべきかどう
か，どのようにして決定すればよいの
かを考えてみましょう。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える （・ 皆で話し合う。話し合ったうえで，選挙できめる）
展開（政治的意思決定という選挙の役割の理解）・近隣の市では，どのようにして医療費
が無料化されたのでしょうか。
・無料化は誰の手によって提案され，進
められたのでしょうか。
・子どもの医療費の無料化に取り組んで
いるところと，そうでないところがあ
るのはなぜでしょうか。それを進める
うえでどのような問題がありますか。
・自分たちの市で，現時点では医療費が
無料化されていないのはなぜだと思い
ますか。もし，無料化するならば，ど
のような問題を解決しなければなりま
せんか。
・私たちの市においても，小学生の医療
費の無料化は必要でしょうか。下記のよ
うな様々な立場から考えてみましょう。
ア）20代の独身の会社員
イ）30代の会社員。小学生と幼稚園児
の二人の子どもも含め家族 4人で暮
らしている。
ウ）40代の自営業者。小売業を市内で
営む。高校生の子供二人を含む家族
４人で暮らしている。
エ）70代の年金生活者。配偶者ととも
に二人で生活。結婚して小学生の子
どもを持つ子供が市内に住む。
オ）30代後半の独身の自営業者。土木
会社を市内で経営している。
Ｔ：資料提示
　　発問する
Ｐ：答える
Ｔ：資料提示
　　発問する
Ｐ：答える
Ｔ：資料提示
　　発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
②
③
④
・ 市民の願いに基づいて議会が決定し，実行された。
・市民の願いを実現させようと考えた人が選挙に
勝って，市長または市議会議員となって提案をし，
それを実現した。
・医療費の無料化のためには自治体の財政からの補
助が必要である。自治体の予算には様々な用途が
ある一方で，予算全体の額は限られている。その
ため，何かに対する支出を増やせば，一方で他の
用途に対する支出を減らさなければならない。
・他により多くの人々が要求している用途があり，
そちらに予算が配分されているため，子どもの医
療費の補助に配分する予算がないから。もし，子
どもの医療費を無料化するならば，その分だけ予
算の規模を大きくする（税収を増やす）か，他の
用途に配分する予算を減らす必要がある。
・イのように小学生の子どもを持つ人は，医療費
の無料化を望んでいるかもしれない。しかし，ア
やオのような人は，それよりも景気対策などの用
途に予算を使ってほしいと思っているかもしれな
い。ウのように子どもはいても，既に高校生になっ
ている場合は，同様に医療費の無料化以外の用途
に使ってほしいと思っている可能性が高い。また，
エのような高齢者は福祉政策に予算を使ってほし
いと思っている可能性が高いが，小学生の孫がい
る場合は，子どもの家族のために医療費の無料化
を望んでいる可能性もある。
・私たちの市においても，医療費の無料
化を進めるかどうかを争点に，市長選
挙が行われたと仮定し，皆さんの手で
市長を選びましょう。
下記のような人々が立候補しています。
Ａ候補：小学生の医療費の無料化実現
を約束。
Ｂ候補：小学生の医療費の無料化には
消極的。景気対策による地域
の活性化を重視。
Ｃ候補：小学生だけではなく中学生も
含めて医療費の無料化の実現
を約束。
Ｔ：指示する
Ｐ：模擬投票
　　を行う
・選択した立場をよく考えて自分の意思を決定し，
投票を行う。
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Ｄ候補：高齢者対策を重視し，福祉の
充実を約束。子どもの医療費
の無料化については消極的。
第一回目の模擬投票：先にあげたアか
らオのいずれかの立場を選択して，投
票しましょう。投票の際には，どの立
場を選んだかを記してください。　
第二回目の模擬投票：一回目とは異な
る立場を選択して，同じように投票し
ましょう。
・投票の結果を比較して，分かることは
何でしょうか。
・選挙は，社会の仕組みや制度を決定す
るうえでどのような役割を果たしてい
ると言えますか。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
・ 立場が異なると，選択する候補者が異なってくる。
立場の違いによって決定が異なるため，どのよう
な立場の人が多いかによって，誰が当選するかも
変わる。また，必ずしも同じ立場の人が同じよう
な決定をするとも限らない。
・人々の意見を政治に反映させながら，社会の制度
や仕組みを決定する役割を果たしている。社会に
は様々な立場の人がいて，異なる考えや価値観に
基づいて決定をしている。そのため，すべての人に
利益をもたらす決定をするのは難しい。選挙にお
いては多数の人の利益に基づいた決定がなされる。
終結（選挙における政治的意思決定の意味の理解）・選挙で当選した候補者は，支持をして
くれた人々のために約束したことを実
現しようとします。当選した人の態度
として，あなたはどちらが望ましいと
思いますか。
ａ）支持をしてくれた人々の利益を最
優先に政治を行う。
ｂ）支持をしてくれなかった人々の利益
にも配慮しながら，支持をしてくれた
人々の利益を最優先に政治を行う。
ｃ）支持をしてくれた人々と，支持を
してくれなかった人々の両方を同じ
ように扱い，それぞれの利益を調整
しながら政治を行う。
・首長や議員など選挙で選ばれた人が政
治を行ううえで心がけるべきことは何
でしょう。
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
Ｔ：発問する
Ｐ：答える
（・様々な意見が出ることが予想される。）
・投票前に約束したことを実現することは大切だ
が，支持してくれた一部の人だけではなく，全体
の代表として決定することが求められる。
≪配布資料≫
①「病院の領収書」
②（市の広報誌など，医療費の無料化についての説明が確認できる資料）
③（市長または市議会議員候補者の公約が記された広報）
④（各自治体の予算内訳）
Ⅳ　おわりに
本稿では，小中高一貫の有権者教育プログラム開
発の方法について，小学校社会科の教授書開発を通
して具体的に明らかにした。
ただ，政治学の成果を整理して授業を構想するので
はなく，児童の実態を調査によって把握したうえで，
カリキュラム・フレームワークを構築し，それをふま
えて開発に取り組んだことが今回の研究の特徴である。
今回，取り上げた単元以外については，別の機会
に紹介することとしたい。
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